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1

住
み
よ
し
、
暮
ら
し
よ
し
、
明
る
く
元
気
な
村
づ
く
り

　
九
州
中
央
山
地
・
市
房
山
の
懐
に
抱
か
れ
︑
清
流
球
磨
川
の
源
を
有
す
る
本
村
は
︑
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
豊
か
な
自
然
と
︑
素
朴
な
人
々
の
営
み
に
よ
り
今
日
ま
で
育
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
︒
先
人
達
が
残
し
て
こ
ら
れ
た
こ

の
貴
重
な
財
産
と
文
化
を
保
護
し
︑
後
世
に
伝
え
︑
郷
土
愛
と
豊
か
な
心
を
も
つ
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
︒

　
現
在
︑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
た
﹁
合
宿
の
郷
づ
く
り
﹂
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
注
目
さ
れ

て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に
活
用
す
べ
く
︑
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
な
ど
︑
働
く
場
の
確
保
や
関
係
人
口
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
本
村
の
中
心
を
担
う
農
林
産
品
の
生
産
︑
加
工
︑
販
売
を
一
貫
し
た
プ
ラ
ン
の
も
と
に
事

業
展
開
を
す
る
た
め
﹁
水
上
村
産
業
推
進
機
構
﹂
を
中
心
と
し
て
経
済
の
ト
レ
ン
ド
確
立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
︒

　
今
後
も
︑
﹁
自
然
・
環
境
﹂
・
﹁
産
業
・
経
済
﹂
・
﹁
人
間
・
生
活
﹂
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
︑
人
口
減
少
克
服
と
地
方

創
生
に
取
り
組
み
︑
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
住
み
や
す
く
︑
元
気
な
村
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
こ
こ
に
水
上
村
の
概
要
を
示
し
た
村
勢
要
覧
を
ご
覧
い
た
だ
き
︑
本
村
の
更
な
る
発
展
に
ご
提
言
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
︑
発
刊
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

水上村長　中嶽弘継

も
く
じ
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【
む
ら
の
景
色
（
春
夏
秋
冬
）】

球
磨
川
の
水
が
生
ま
れ
る

源
流
の
里 

水
上
村

九
州
中
央
山
地
の
絶
景 

市
房
山
の
雪
景
色

紅
葉
が
映
え
る
天
空
の
架
け
橋

人
と
自
然
が
調
和
し
た
森
と
清
ら
か
な
流
れ

１
万
本
の
桜
が
咲
き
誇
る
や
す
ら
ぎ
の
世
界

豊
か
な
水
と
緑
に
育
ま
れ
た

四
季
折
々
の
表
情
と
と
も
に

む
ら
の
生
命
が
め
ぐ
り
ま
す
︒

水輝橋と桜（汗の原親水公園）

しゃくなげ公園

市房山キャンプ場（outsideBASE mizukami）

穴手尾の滝

おいしい水上村産米

ひがん花

湯山温泉「元湯」

甘くておいしい水上村産イチゴ
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【
む
ら
の
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
】

水
上
村
の
コ
コ
ロ
・
カ
ラ
ダ
踊
る

　
文
化
と
伝
統
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
行
わ
れ
て
き
た
様
々
な
祭
り
︒
そ
し
て
︑
今
あ
る

自
然
を
最
大
限
に
活
用
し
て
生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
︒

　
時
の
流
れ
と
共
に
︑
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
代
の
変
化
︒
そ
の
中
で
︑
守
る
も
の
︑

築
く
も
の
が
組
み
合
わ
さ
り
新
し
い
水
上
村
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
︒

湯山温泉 桜まつり・花火大会
例年３月下旬に汗の原親水公園で開催され、市房ダム湖周辺に咲き誇る1万本桜と共に春の訪れを知らせてくれる祭り
です。ステージイベントや福引抽選会、打上花火大会など様々なイベントが用意され、毎回多くの来場者で賑わいます。

花より団子マラソン
例年3月に開催され、満開の桜が咲く市房ダム湖を舞台に、子
どもから大人まで幅広い参加者の方々が、力強く走り抜けま
す。3種類のコースがあり、誰でも気軽に参加できます。

えびす祭り
豊作や商売繁盛を願うえびす祭り。焼き鳥や焼きそばなど様々
な出店や保育園児や水上学園児童によるダンス、元気クラブの
太鼓などステージイベントが盛りだくさん。

水上マウンテンパーティー
水上村の空気や自然環境を感じてもらいたい、水上村の良さをもっと知ってもらいたいという願いから始まったこの大会は、水上村の山々を
舞台に全国各地から600名ほどの選手が参加。今や村の一大イベントに。

公認奥球磨ロードレース
水上村、湯前町、多良木町の3町村を舞台に開催される大会。
日本陸上競技連盟公認のコースとなっており、タイムが公認記
録になることが特徴。例年、日本全国や世界を舞台に活躍する
有名選手の参加も。

奥球磨駅伝
水上村、湯前町、多良木町、あさぎり町の4町村を舞台に開催さ
れ、その距離は42.195km。青山学院大学など、様々な有名大学・
高校・実業団が一同に競う全国に類をみない駅伝大会です。

江代山 GOGO トレイル
江代山登山道開通を記念して企画された大会。登山道開拓は、
水上村の地域おこし協力隊がメインとなって行いました。

球磨川リバイバルトレイル
水上村から八代市までの球磨川沿いの山々を走るレースで、そ
の距離はなんと約100マイル(160kｍ)。令和2年7月豪雨で被災し
た地域の復興の後押しをという願いが込められています。
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【
む
ら
の
挑
戦
】

高
原
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
熱
く
す
る
標
高
一
，〇
〇
〇
ｍ
の
ス
テ
ー
ジ

水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
九
州
学
院
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
の
禿 

雄
進
監
督
と
ト
ヨ
タ

自
動
車
九
州
陸
上
競
技
部
の
森
下
広
一
監
督
の
監
修
の
も
と
︑

ラ
ン
ナ
ー
の
強
靭
な
足
腰
を
作
る
為
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し

い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
と
︑
ス
ピ
ー
ド
練
習
や
補
強
運

動
に
最
適
な
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
を
備
え
た
︑
本
格
的
な
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
す
︒

　
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
真
夏
で
も
平
均
気
温
は
��
度
と
涼
し

く
︑
ラ
ン
ナ
ー
に
は
理
想
の
環
境
で
す
︒
麓
に
あ
る
湯
山
温
泉

郷
を
拠
点
に
長
期
合
宿
も
可
能
で
︑
全
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
陸

上
チ
ー
ム
が
訪
れ
て
い
ま
す
︒
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

べ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
︑
水
上
村
が
誇
る
恵
ま
れ
た
ス
テ
ー

ジ
で
す
︒

住
民
の
体
力
向
上
︑
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
資
す
る
た
め
の
施
設
で
す
︒

屋
内
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
備
え
︑
高
酸
素
・
低
酸
素
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
︒
屋
外
で
は
︑
歩
行
浴

用
温
泉
プ
ー
ル
︵
二
五
ｍ
︶
も
利
用
で
き
ま
す
︒

スカイヴィレッジでは、トレー
ニングに欠かせない、アイシン
グプールや、伴走に使える電動
スクーターなど、様々な設備を
整えています。

全天候型グラウンドアイシングプール更衣棟

水上サクラヴィレッジ

ミストシャワー鉄棒

電動スクーター

水上サクラヴィレッジ
https://skyvillage-mizukami.
com/sakura/

トレーニング室

高酸素・低酸素ルーム

歩行浴用温泉プール

ランナーのスピード練習、補強運動に最適のグラ
ウンドです。

全天候３コース（ブルータータン）
芝２コース
ロングパイル人工芝（50ｍｍ）
人工芝面積　4,585m²

クロスカントリーコース
アップダウンの激しいコースに仕上がっています。
ランナーの強靭な足腰を作るためには最適なコースです。

2.0ｋｍコース、1.0ｋｍコース、0.5ｋｍコース　　コース幅：4ｍ　　管理道幅2.5ｍ
標高最高地点：Ｈ-977,00ｍ
標高最低地点：Ｈ-924,92ｍ

水上スカイヴィレッジ
https://skyvillage-mizukami.com/

←至 水上村役場 至 椎葉村→
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【
む
ら
の
挑
戦
】

高
原
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
熱
く
す
る
標
高
一
，〇
〇
〇
ｍ
の
ス
テ
ー
ジ

水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
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高
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学
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陸
上
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雄
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監
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ト
ヨ
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動
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九
州
陸
上
競
技
部
の
森
下
広
一
監
督
の
監
修
の
も
と
︑

ラ
ン
ナ
ー
の
強
靭
な
足
腰
を
作
る
為
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し

い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
と
︑
ス
ピ
ー
ド
練
習
や
補
強
運

動
に
最
適
な
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
を
備
え
た
︑
本
格
的
な
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
で
す
︒

　
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
真
夏
で
も
平
均
気
温
は
��
度
と
涼
し

く
︑
ラ
ン
ナ
ー
に
は
理
想
の
環
境
で
す
︒
麓
に
あ
る
湯
山
温
泉

郷
を
拠
点
に
長
期
合
宿
も
可
能
で
︑
全
国
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
陸

上
チ
ー
ム
が
訪
れ
て
い
ま
す
︒
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

べ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
︑
水
上
村
が
誇
る
恵
ま
れ
た
ス
テ
ー

ジ
で
す
︒
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体
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︑
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ミ
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ニ
テ
ィ
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ポ
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振
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に
資
す
る
た
め
の
施
設
で
す
︒

屋
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レ
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ニ
ン
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備
え
︑
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り
ま
す
︒
屋
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︑
歩
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泉
プ
ー
ル
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二
五
ｍ
︶
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【
む
ら
の
地
方
創
生
】

合
宿
の
郷
づ
く
り

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
﹁
合
宿
の
郷
づ
く
り
﹂
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

民
間
企
業
の
協
力
も
得
て
︑
I
C
T
基
盤
創
出
・
移
住
定
住
の
促
進
・
関

係
人
口
の
拡
大
・
I
T
企
業
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
︒

　
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
・
原
監
督
が
水
上
村
地

方
創
生
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
︒

　
ま
た
︑
原
監
督
が
会
長
を
務
め
て
い
る
一
般
社
団
法
人

ア
ス
リ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
包
括
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
同
法
人
は
︑
水
上
村
湯
山
の
温
泉

旅
館
﹁
市
房
庵
な
る
お
﹂
を
購
入
し
︑
ア
ス
リ
ー
ト
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
︑
企
業
研
修
等
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
︒
支
配
人
に
は
元
箱
根
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
の
村
井

駿
さ
ん
︒
選
手
目
線
で
細
か
な
気
配
り
を
行
っ
て
お
り
︑

﹁
村
全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
﹂
と
語
っ
て
い
ま
す
︒

　
岩
野
地
区
と
湯
山
地
区
に
お
い
て
︑
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
供
用
を

開
始
し
ま
し
た
︒

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は
︑
企
業
の
本
社
か
ら
離
れ
た
所
に
設
置
さ

れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
で
す
︒
ま
た
︑
両
施
設
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
︵
年
齢
や
性
別
な
ど
関
係
な
く
︑
異
な
る
職
業
や
仕
事
を
持
っ
た
利
用

者
た
ち
が
同
じ
場
所
で
机
や
イ
ス
︑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
な
ど
を
シ
ェ
ア

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
場
所
︶
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
︒

　
先
駆
的
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
I
T
企
業
等
が
そ
こ
へ
進
出
し
︑

新
し
い
人
の
流
れ
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
で
︑
村
内
に
お
け
る
事
業
展
開
や

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
︑
ま
た
︑
地
域
と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
課

題
解
決
な
ど
︑
地
域
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
︒

プーマ ジャパン株式会社と包括連携協定

湯山地区サテライトオフィス

アスリートキャリアセンターとの包括連携協定

岩野地区サテライトオフィス

酒蔵見学
ランニングや駅伝などの陸上競技分野に注力している
プーマ ジャパンと、合宿の郷づくりに取り組む水上村
の双方が「スポーツ・アスリート支援」という共通の
目的を持つことから実現しました。

ワーケーションとは「ワーク（Work）＝仕事」と「バケーション
（Vacation）＝休暇」を組み合わせた造語で、テレワーク等を活
用し、普段の職場とは異なる場所で余暇を楽しみつつ仕事を行う
こと。

合宿メニューで提供されるジビエ料理
湯山温泉郷の宿をはじめ、村内約10カ所の旅館や民宿を合宿施設として提
供しています。各宿に協力いただき、食と自然環境で集中力を高めてほし
いと地元の新鮮な食材を使った料理やジビエ料理を提供しています。
　また、合宿メニューは、大手食品メーカー「明治」で管理栄養士を務
め、オリンピック選手などトップアスリートの栄養サポートを行っている
村野あずささんなどに監修いただき、おいしくて、栄養やカロリーを計算
したメニューを開発しています。

ワーケーション
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技

部
監
督

（
一
社
）ア
ス
リ
ー
ト
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー 

会
長

原  

晋 

氏

広
島
県
三
原
市
生
ま
れ
。

青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技

部
監
督
。

中
学
か
ら
陸
上
を
始
め
、

広
島
県
立
世
羅
高
校
で
は

主
将
と
し
て
全
国
駅
伝
準

優
勝
。

大
学
卒
業
後
、
（
株
）
中

国
電
力
陸
上
部
へ
入
部
。

ケ
ガ
に
よ
り
、
同
社
営
業

部
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
青
山
学

院
大
学
陸
上
競
技
部
で
監

督
を
務
め
る
。

二
〇
一
九
年
よ
り
同
大
学

地
球
社
会
共
生
学
部
の
教

授
も
務
め
る
。

（
一
社
）ア
ス
リ
ー
ト
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー

市
房
庵
な
る
お
支
配
人

村
井  

駿 

氏

青
山
学
院
大
学
出
身
。
青

山
学
院
大
学
が
箱
根
駅
伝

初
優
勝
を
果
た
し
た
二
〇

一
五
年
大
会
優
勝
メ
ン

バ
ー
。

大
学
卒
業
後
、
化
学
メ
ー

カ
ー
で
勤
務
し
て
い
た

が
、
恩
師 

原
監
督
の
誘
い

も
あ
り
、
（
一
社
）
ア
ス

リ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
転
職
。
「
市
房
庵

な
る
お
」
の
支
配
人
。

■Feel Mizukami
　（水上村公式ポータルサイト）
　https://mizukamimura.jp/

■みずかみのワーケーション
　（ワーケーション案内サイト）
　https://workcation.mizukamimura.jp
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【
む
ら
の
観
光
】大

自
然
を
五
感
で
感
じ
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

　
国
民
的
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
が
︑
エ
ッ
セ
イ
﹁
街
道
を
ゆ
く
﹂
の
中
で
﹁
日
本
で

も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
﹂
と
称
し
た
熊
本
県
南
部
の
人
吉
・
球
磨
︒
地
域
を
貫
く
清

流
﹁
球
磨
川
﹂
が
広
大
な
盆
地
を
形
成
し
︑
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
を
支
え
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
球
磨
川
の
源
流
と
な
る
水
上
村
は
︑
人
口
約
二
千
人
の
小
さ
な
村
︒
球
磨
川
の

清
ら
か
な
水
が
も
た
ら
す
大
自
然
︒
春
は
ダ
ム
湖
に
咲
き
誇
る
一
万
本
の
桜
︑
夏
は
小

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
︑
秋
は

視
界
一
面
に
広
が
る
紅
葉
︑
冬
は
市
房
山
の
雪
化
粧
と
満
点
の
星
空
︒
四
季
折
々
に
見

せ
る
景
色
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
︒ 

　
二
〇
二
三
年
一
〇
月
よ
り
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
︑

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
が
一
部
開
始
さ
れ
ま
し
た
︒
現
代
の
キ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
︑
様
々
な
キ
ャ

ン
プ
場
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
い
︑
ア
ウ
ト
ド

ア
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
も
言
わ
れ
る
田

中
ケ
ン
氏
の
監
修
の
も
と
︑
電
源
付
き
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
や
ペ
ッ
ト
サ
イ
ト
︑
シ
ャ
ワ
ー

棟
な
ど
を
整
備
︒
二
〇
二
四
年
に
は
︑
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
予
定
で
︑
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
バ
ン
ガ

ロ
ー
が
使
用
可
能
と
な
り
︑
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
幅
広
い
キ
ャ
ン
パ
ー
を
出
迎
え
ま
す
︒ 

市

房
山
の
麓
に
あ
る
こ
の
場
所
か
ら
は
︑
朝
日
か

ら
夕
陽
︑
星
空
ま
で
︑
極
上
の
景
観
が
堪
能
で

き
ま
す
︒

森林セラピー
水上村は、全国約60箇所ある「森林セラピー基地」に熊本県で唯一認定されています。「森
林セラピー基地」とは、癒し効果や病気の予防効果が科学的に認められた、お墨付きの森
のことです。その中心となる市房山では、樹齢約千年と言われる「市房杉」が出迎え、トレッ
キングなどを楽しむことができ、パワースポットとして注目を集めています。

市房山

観
光
施
設

熊本県第二位の標高（1721m）を誇る市房山は、古来より霊
峰として崇められ、「お嶽(たけ)さん」の名で親しまれてき
ました。４合目には市房山そのものを御神体として平安時代
に草創された、日本遺産「人吉球磨」の構成文化財の一つ
「市房山神宮」があります。

白水滝の吊橋
熊本県最長の吊り橋「白龍王橋（164ｍ）」
と足元が透明のアクリル板の「白龍妃橋
（120ｍ）」があり、下を見ると足がすくみま
す。春から夏にかけては新緑、秋は紅葉が
とてもきれいで、四季折々の景観が楽しめ
ます。

しゃくなげ公園
村花でもある「しゃくなげ」は4月下旬から5月上
旬にかけて見頃となり、約2,000本の花が咲き誇
る県下有数の地です。

古屋敷もみじ公園

汗の原親水公園

もとゆの森公園

ほいほい広場

水上村江代地区の集落近くに位置する公園で
す。秋には一面の紅葉を楽しめます。

春は桜が美しく咲き、お花見スポットとしても人
気です。

園内には温泉をひいた足湯やさまざまな樹木、
草花を植栽し、自然を満喫することができます。

桜図鑑園

ムササビをイメージした巨大複合遊具「ムササビ
くん」や全長100mのローラーすべり台があり、子
どもの遊び場にぴったりの場所です。

全国から集めた約70種類の桜を見ることがで
き、中には緑色の花を咲かせる珍しい品種の桜
もあります。

outsideBASE mizukami
オフィシャルサイト

https://outsidebase-mizukami.com/
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【
む
ら
の
観
光
】大

自
然
を
五
感
で
感
じ
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

　
国
民
的
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
が
︑
エ
ッ
セ
イ
﹁
街
道
を
ゆ
く
﹂
の
中
で
﹁
日
本
で

も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
﹂
と
称
し
た
熊
本
県
南
部
の
人
吉
・
球
磨
︒
地
域
を
貫
く
清

流
﹁
球
磨
川
﹂
が
広
大
な
盆
地
を
形
成
し
︑
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
を
支
え
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
球
磨
川
の
源
流
と
な
る
水
上
村
は
︑
人
口
約
二
千
人
の
小
さ
な
村
︒
球
磨
川
の

清
ら
か
な
水
が
も
た
ら
す
大
自
然
︒
春
は
ダ
ム
湖
に
咲
き
誇
る
一
万
本
の
桜
︑
夏
は
小

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
︑
秋
は

視
界
一
面
に
広
が
る
紅
葉
︑
冬
は
市
房
山
の
雪
化
粧
と
満
点
の
星
空
︒
四
季
折
々
に
見

せ
る
景
色
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
︒ 

　
二
〇
二
三
年
一
〇
月
よ
り
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
︑

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
が
一
部
開
始
さ
れ
ま
し
た
︒
現
代
の
キ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
︑
様
々
な
キ
ャ

ン
プ
場
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
い
︑
ア
ウ
ト
ド

ア
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
も
言
わ
れ
る
田

中
ケ
ン
氏
の
監
修
の
も
と
︑
電
源
付
き
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
や
ペ
ッ
ト
サ
イ
ト
︑
シ
ャ
ワ
ー

棟
な
ど
を
整
備
︒
二
〇
二
四
年
に
は
︑
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
予
定
で
︑
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
バ
ン
ガ

ロ
ー
が
使
用
可
能
と
な
り
︑
初
心
者
か
ら
上
級

者
ま
で
幅
広
い
キ
ャ
ン
パ
ー
を
出
迎
え
ま
す
︒ 

市

房
山
の
麓
に
あ
る
こ
の
場
所
か
ら
は
︑
朝
日
か

ら
夕
陽
︑
星
空
ま
で
︑
極
上
の
景
観
が
堪
能
で

き
ま
す
︒

森林セラピー
水上村は、全国約60箇所ある「森林セラピー基地」に熊本県で唯一認定されています。「森
林セラピー基地」とは、癒し効果や病気の予防効果が科学的に認められた、お墨付きの森
のことです。その中心となる市房山では、樹齢約千年と言われる「市房杉」が出迎え、トレッ
キングなどを楽しむことができ、パワースポットとして注目を集めています。

市房山

観
光
施
設

熊本県第二位の標高（1721m）を誇る市房山は、古来より霊
峰として崇められ、「お嶽(たけ)さん」の名で親しまれてき
ました。４合目には市房山そのものを御神体として平安時代
に草創された、日本遺産「人吉球磨」の構成文化財の一つ
「市房山神宮」があります。

白水滝の吊橋
熊本県最長の吊り橋「白龍王橋（164ｍ）」
と足元が透明のアクリル板の「白龍妃橋
（120ｍ）」があり、下を見ると足がすくみま
す。春から夏にかけては新緑、秋は紅葉が
とてもきれいで、四季折々の景観が楽しめ
ます。

しゃくなげ公園
村花でもある「しゃくなげ」は4月下旬から5月上
旬にかけて見頃となり、約2,000本の花が咲き誇
る県下有数の地です。

古屋敷もみじ公園

汗の原親水公園

もとゆの森公園

ほいほい広場

水上村江代地区の集落近くに位置する公園で
す。秋には一面の紅葉を楽しめます。

春は桜が美しく咲き、お花見スポットとしても人
気です。

園内には温泉をひいた足湯やさまざまな樹木、
草花を植栽し、自然を満喫することができます。

桜図鑑園

ムササビをイメージした巨大複合遊具「ムササビ
くん」や全長100mのローラーすべり台があり、子
どもの遊び場にぴったりの場所です。

全国から集めた約70種類の桜を見ることがで
き、中には緑色の花を咲かせる珍しい品種の桜
もあります。

outsideBASE mizukami
オフィシャルサイト

https://outsidebase-mizukami.com/
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【
む
ら
の
物
産
品
】

豊
か
な
水
と
大
地
の
贈
り
物

　
球
磨
川
の
源
流
に
あ
る
水
上
村

は
︑
き
れ
い
な
空
気
と
お
い
し
い

水
が
自
慢
の
大
自
然
に
抱
か
れ
た

山
里
の
村
で
す
︒

　
寒
暖
差
が
大
き
い
独
特
な
気
候

と
︑
球
磨
川
水
源
の
美
し
い
水
︑

そ
し
て
村
の
人
々
の
心
と
手
に

よ
っ
て
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

農
産
物
や
特
産
品
は
︑
格
別
の
美

味
し
さ
を
産
み
出
し
ま
す
︒

ジビエ餃子

鹿肉ふりかけ

ジビエ・キーマカレー ジビエハンバーグ

鹿肉ソーセージ・燻製

手打ちそば

澄んだ空気ときれいな水がもたらす
この地のお茶は香り高いものです。

そば処　山の幸館

お米（ひとしずく）

乾物

大人気
物産館のデラックス
苺ソフトクリーム

おたけさん万十

とうふのみそ漬け

ダムカレー

コラボアイス 咲くらジュレ

山里で本場の”お蕎麦”を味わうことができる「山の
幸館」。つなぎを一切使用しない手打ちの十割そば
は、そば本来の甘味と香りを堪能できます。

物産館　水の上の市場
地元の旬の野菜などが並ぶ物産館。
朝採れ新鮮野菜をはじめ、自慢の特産品やお土産物が
揃っています。旬の果物、水上村産米、そば、球磨焼
酎など品数も多く、レストランでは地元食材を使った
ジビエ料理や名物ダムカレーも楽しめます。

お茶
水上村にある２つの蔵元。それぞれ個性ある香
りや味わいのある焼酎を造り上げています。

球磨焼酎
朝夕の寒暖差が育てた香り高
い良質な茶葉をぜひお楽しみ
ください。

紅茶
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【
む
ら
の
物
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品
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豊
か
な
水
と
大
地
の
贈
り
物

　
球
磨
川
の
源
流
に
あ
る
水
上
村

は
︑
き
れ
い
な
空
気
と
お
い
し
い

水
が
自
慢
の
大
自
然
に
抱
か
れ
た

山
里
の
村
で
す
︒

　
寒
暖
差
が
大
き
い
独
特
な
気
候

と
︑
球
磨
川
水
源
の
美
し
い
水
︑

そ
し
て
村
の
人
々
の
心
と
手
に

よ
っ
て
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

農
産
物
や
特
産
品
は
︑
格
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の
美

味
し
さ
を
産
み
出
し
ま
す
︒

ジビエ餃子

鹿肉ふりかけ

ジビエ・キーマカレー ジビエハンバーグ

鹿肉ソーセージ・燻製

手打ちそば

澄んだ空気ときれいな水がもたらす
この地のお茶は香り高いものです。

そば処　山の幸館

お米（ひとしずく）

乾物

大人気
物産館のデラックス
苺ソフトクリーム

おたけさん万十

とうふのみそ漬け

ダムカレー

コラボアイス 咲くらジュレ

山里で本場の”お蕎麦”を味わうことができる「山の
幸館」。つなぎを一切使用しない手打ちの十割そば
は、そば本来の甘味と香りを堪能できます。

物産館　水の上の市場
地元の旬の野菜などが並ぶ物産館。
朝採れ新鮮野菜をはじめ、自慢の特産品やお土産物が
揃っています。旬の果物、水上村産米、そば、球磨焼
酎など品数も多く、レストランでは地元食材を使った
ジビエ料理や名物ダムカレーも楽しめます。

お茶
水上村にある２つの蔵元。それぞれ個性ある香
りや味わいのある焼酎を造り上げています。

球磨焼酎
朝夕の寒暖差が育てた香り高
い良質な茶葉をぜひお楽しみ
ください。

紅茶
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【
む
ら
の
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
】白龍王橋（164m）と白龍妃橋（120m）の2

つがあり、白龍妃橋の足元は透明のアクリル
板でスリル満点です。

大同２年（807年）に草創。ヘビの神様と言われ
鳥居にもヘビがまかれており、勝負の神様、商
売繁盛のご利益があるとされています。

標高1,000m付近にあるクロスカントリーコース
は多くのランナーに支持されている高地トレー
ニング施設です。

市房山
（1,721ｍ）

江代山
（津野岳）

三方山

高塚山

銚子笠

牧良山

しゃくなげ公園

球磨川水源

ひがん花の里

湯山温泉郷

B 白水阿蘇神社もみじ公園

水
上
村
役
場

上球磨消防署
東分署

湯山

江代

岩野

球
磨
川

球磨川

K 物産館
水の上の市場

汗
の
原
親
水
公
園

奥球磨ループ橋

L 市房ダム湖の
   一万本桜

N ほいほい広場

M 龍泉寺観音堂

O 生善院観音堂
( 猫寺）

湯前
至人吉

フルーティーロード

至宮崎県西米良村

至宮崎県椎葉村

至宮崎県椎葉村

A 白水滝の吊り橋

も
と
ゆ
の
森
公
園

市
房
ダ
ム
湖

大
噴
水

G
山
の
幸
館

穴
手
尾
の
滝

I あめんぼー館

※くま川鉄道

D 市房山神宮

E 千年杉

F 市房山キャンプ場
　（outsideBASE mizukami）

C 水上スカイ
ヴィレッジ

219

33

142

142

388

（24番札所）

（広域農道）

（24番札所）

水上学園

H水上サクラ
ヴィレッジ

桜図鑑園

水
上
村
の
全
景

A　白水滝の吊り橋 B　白水阿蘇神社 C　水上スカイヴィレッジ

市房山４合目に位置する市房山神宮は、古く
から縁結びの神として親しまれています。

樹齢約千年と言われる大木もあり、その姿は
圧巻です。幹回り6m以上のものは「市房
杉」と呼ばれています。

さまざまなニーズに応えられるようリニュー
アルした市房山キャンプ場は、初心者から上
級者まで幅広いキャンパーを出迎えます。

D　市房山神宮 E　市房杉（千年杉） F　市房山キャンプ場
　（outsideBASE mizukami）

手作りにこだわり、風情を感じさせる館内で
食べる十割そばは絶品です。

低酸素室や高酸素室などさまざまな器具を取
り揃えており、村内外問わず多くの方が体力
増進や健康の維持向上を目指せます。

水の上の学校をはじめとした、さまざまな自
然体験を案内できます。

G　山の幸館 H　水上サクラヴィレッジ I　あめんぼー館

高く吹き上がる噴水の高さはなんと80m。１
回500円で誰でも上げることができ、晴れた
日には虹が見えるかも。

水上産の野菜など特産品がずらりと並びま
す。併設のレストランや軽食販売コーナーで
はアイスクリームやジビエなど水上村産の食
材を使った料理が味わえます。

春になるとダム湖の周り約13kmにわたり約
１万本の桜が一斉に咲き誇ります。

J　市房ダム湖大噴水 K　物産館 水の上の市場 L　市房ダム湖の一万本桜

境内にある観音堂は時代とともに複数回移され、
明治36年（1904年）に龍泉寺に移されました。
相良三十三観音の札所の１つです。

全長100mのローラー滑り台などの遊具施設
で遊んだり、天体観測施設で星を眺めたりで
きます。

寛永２年（1625年）に建立され、化け猫伝説
により通称「猫寺」とも呼ばれています。相
良三十三観音の札所の１つです。

M　龍泉寺観音堂 N　ほいほい広場 O　生善院観音堂（猫寺）

A B C

D E F

G H I

J K L

M N O

A
B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O

飲食店・宿泊先はコチラからチェック

飲食店：       　
https://mizukamimura.jp/spot/genre/gourmet/

宿泊先：       　
https://mizukamimura.jp/spot/genre/inn/
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生善院観音堂
生善院は真言宗の寺院で、境内には謀反の疑いで非
業の死をとげた普門寺盛誉法印と、後を追って死ん
だ母玖月善女を祀るために、寛永2年（1625年）に
人吉藩主により建立された観音堂があり、その中に
は、木造千手観音立像があります。

岩野霧島神社本殿
村指定有形文化財

銅製鰐口

創立・沿革は「麻郡神社
記」によると、もとは「一
宮権現」と称され、霧島神
社の観請で、大同4年(809
年)の草創らしい。建物につ
いては延宝7年(1679年)に本
殿修復、拝殿造替の記述が
ある。

市房山神宮
霊峰・市房山の4合目に鎮座する神社で、参道の両
端には樹齢800年から1000年と伝えられる老杉が鬱
蒼と茂り、古来から縁結びの神様として親しまれて
います。

白水阿蘇神社
蛇の神様として祀られ、勝負・学業・商売繁
盛の神様として多くの参拝者が訪れます。

龍泉寺観音堂

白水神楽千ヶ平虎踊り

川内平家踊り上楠臼太鼓踊り

龍泉寺は曹洞宗の寺院で、境内には観音堂
があり、その中には聖観世音菩薩や寛正3
年（1462年）と年号が記された大辯（だい
べん）功徳天立像、婆藪（ばすう）仙人立
像があります。
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水上村郷土資料展示室

木造千手観音立像聖観世音菩薩

生善院は真言宗の寺院で、境内には謀反の疑いで非
業の死をとげた普門寺盛誉法印と、後を追って死ん
だ母玖月善女を祀るために、寛永2年（1625年）に
人吉藩主により建立された観音堂があり、その中に
は、木造千手観音立像があります。

岩野霧島神社本殿
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記」によると、もとは「一
宮権現」と称され、霧島神
社の観請で、大同4年(809
年)の草創らしい。建物につ
いては延宝7年(1679年)に本
殿修復、拝殿造替の記述が
ある。

平成29年度に岩野公民館を改築
してつくられた展示室には、千
人塚古墳から出土した遺物な
ど、水上村教育委員会で保管し
ている歴史的資料を展示してい
ます。

市房山神宮
霊峰・市房山の4合目に鎮座する神社で、参道の両
端には樹齢800年から1000年と伝えられる老杉が鬱
蒼と茂り、古来から縁結びの神様として親しまれて
います。

白水阿蘇神社
蛇の神様として祀られ、勝負・学業・商売繁
盛の神様として多くの参拝者が訪れます。

龍泉寺観音堂

白水神楽千ヶ平虎踊り

川内平家踊り上楠臼太鼓踊り

龍泉寺は曹洞宗の寺院で、境内には観音堂
があり、その中には聖観世音菩薩や寛正3
年（1462年）と年号が記された大辯（だい
べん）功徳天立像、婆藪（ばすう）仙人立
像があります。
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森林セラピーガイドツアー 
樹齢800年～1000年といわれる木々が立ち並ぶ神秘的なステージが水
上村にはあります。幹回りが6メートル以上あるその木々は、通称
“市房杉”。癒し効果や病気の予防効果が科学的に認められている水上
村の森林セラピー。目に映る様々な木や植物、聞こえてくる沢のせ
せらぎ、きれいな空気を胸いっぱいに吸い、きれいな水でのどを潤
す。森林セラピーロードを踏みしめ、市房杉に触れてみる。五感を
刺激されて、きっとリフレッシュできるはずです。

天然ヤマメ釣りの学校
毎年、ヤマメ釣りが解禁され
る時期に合わせ、申し込みを
受け付けています。小学生以
上が対象で、釣り竿やエサ
は、インストラクターが準備
します。

タケノコ山で
春を味わう学校
土に隠れているタケノコを足
先で探し当てます。クワでき
れいに掘れたときの嬉しさは
格別です。

市房ダム湖でカヌーの
学校
市房ダム湖を舞台にカヌー体
験ができます。初心者の方で
もインストラクターが丁寧に
指導してくれます。運が良け
れば、カヌーに乗りながら大
噴水が見れるかも。

栗山で秋を味わう学校
秋の味覚といえば栗。イガか
ら栗を上手に取り出します。
表面にツヤがあり、重さが
ずっしりあるものを選ぶのが
コツです。

地域おこし協力隊
小野 恭子さん
（地方創生推進課）

　生まれも育ちも長崎で小中高校とバス
ケ部に所属し、地域おこし協力隊になる
前は、長崎市内で医療事務の仕事をして
いました。地域おこし協力隊には、先に
水上村の地域おこし協力隊として活動し
ていた田川さんからの誘いがきっかけ
で、元から運動や山が好きで水上村のト
レイルランニングやイベント等に何度か
参加したこともあり、その際、村の雰囲
気が好きで応募を決めました。
　現在は、地方創生推進課に所属し、ス
ポーツ推進を目指し、トレイルランニン
グ大会で使用する登山道や未舗装路の
コース整備などイベントの準備や大会運
営補助、また、令和４年にオープンした
生涯スポーツ施設「サクラヴィレッジ」
の運営やトレーニング指導、水上学園の
持久走のサポートも行っており、好きな
ことが活動と直結しているので、とても
やりがいを感じています。
　水上村の魅力は、とても自然が豊か
で、その大自然から生まれる空気、水、
お米が美味しいところだと思います。そ
してあたたかい人ばかり。そんな自然や
地域の人柄はもちろんのこと、村にはい
い施設がたくさんあるので、そこを武器
にして水上村のファンを増やしていくこ
とを目指して活動していきます。
　最後に、もっともっといろんな方と交
流したいので、すれ違った際には気軽に
話しかけて、たくさん飲みに誘ってくだ
さい。そして、将来的には自分のできる
ことで村の役立つことを続けていけたら
なと考えています。

地域おこし協力隊
本岡 康博さん
（保健福祉課）

　出身は多良木町で、高校までは地元で
育ちました。高校卒業後は、関東の企業
に就職し19年間サラリーマンをやってい
ました。仕事の退職を機に地元に帰って
来る際に、家族からの紹介で地域おこし
協力隊の存在を知り、そこから興味を
持って応募させて頂きました。
　現在は、保健福祉課に所属し、高齢者
介護予防事業送迎や支援、各地区で実施
されている通いの場における百歳体操な
どの活動支援を行っています。活動を通
じて、高齢者の方々と仲良くなったり、
感謝の言葉を言ってもらえることが多
く、毎日の仕事は楽しく、とてもやりが
いを感じています。
　水上村の魅力は、自然が豊かでのどか
であたたかみがあるところです。ご近所
同士の仲も良く、地域のつながり、人と
人とのつながりの輪を大切にされている
ということがひしひしと伝わってきま
す。また、道ですれ違う子どもたちみん
なが積極的に挨拶してくれたりと、素直
にのびのび成長できる環境も魅力だと思
います。
　協力隊の任期が終了したら、せっかく
頂いたご縁を大切にして、水上村の高齢
者福祉に関わる仕事で、引き続き水上村
の役に立てたらなと考えております。

あめんぼー館　オフィシャルサイト
http://mizukami.net/

あめんぼー館　水の上の学校
http://mizukami.net/experience/school/

球 磨 川 源 流 水 上 村球 磨 川 源 流 水 上 村
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︑
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の
び
と
育
っ
た
牛
は
︑
肉

質
が
良
く
一
口
食
べ
た
瞬
間
か
ら
お
い

し
さ
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
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︑
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︑
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︑
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︑
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〇
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ま
れ
て
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ま
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︒
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は
︑
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を
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え
︑
下
刈
り
︑
間

伐
等
の
手
入
れ
を
行
い
︑
主
伐
を
し
た
ら
︑

ま
た
苗
を
植
え
る
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ

を
四
〇
～
五
〇
年
単
位
で
行
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︑
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材
生

産
の
他
︑
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然
環
境
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全
や
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然
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ぐ
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︒
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︑
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︑
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︑
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支
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を
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て
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ま
す
︒

みずかみ産球磨川清流米を、愛知県に本社を置く給食会社「株
式会社ティー・エフ・ピー」（杉野政人代表取締役会長）へ提
供しています。同社は、約240施設の幼稚園や高齢者施設へ給
食事業を展開しており、企業版ふるさと納税をいただいたご縁
から出荷が決まりました。令和4年度に初出荷を行い、その際
に社内や提供先での評価が良く、令和5年度には860袋(1袋30kg)
の米を提供しました。

水上村産米の品質向上とブランド化を目指し、年に1回、村内
の米生産者から提供された米を審査し、水上ナンバー1の米を
決めています。米の審査には、食味センサーによる食味評価値
計測や粘り気や香りなどの実食審査を行い、その中で一番評価
の高かったお米が優勝となります。

林
業

みずかみ産球磨川清流米を
愛知県の給食へ提供

Kome1グランプリ

茶イチゴ栗シイタケ
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に
さ
せ
る
︒

　
ま
た
︑
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
を
活
か
し
て
︑
ゆ
っ

く
り
と
成
熟
し
た
水
上
村
の
米
は
〝
冷
め
て
も
お
い

し
い
〞
と
大
好
評
︒
そ
の
他
に
も
︑
糖
度
が
高
く
果

肉
の
引
き
締
ま
っ
た
イ
チ
ゴ
や
栗
︑
メ
ロ
ン
︑
茶
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
︒

農
業

　
自
然
豊
か
な
水
上
村
で
愛
情
い
っ
ぱ

い
に
︑
の
び
の
び
と
育
っ
た
牛
は
︑
肉

質
が
良
く
一
口
食
べ
た
瞬
間
か
ら
お
い

し
さ
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
︒

　
水
上
村
で
は
︑
優
良
な
牛
を
育
て
る

た
め
に
︑
雌
牛
を
購
入
す
る
た
め
の
補

助
や
︑
人
工
受
精
卵
移
植
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

畜
産

　
水
上
村
は
村
の
面
積
の
約
九
割
が
森
林

で
あ
り
︑
三
六
〇
度
山
で
囲
ま
れ
て
い
ま

す
︒
林
業
は
︑
苗
を
植
え
︑
下
刈
り
︑
間

伐
等
の
手
入
れ
を
行
い
︑
主
伐
を
し
た
ら
︑

ま
た
苗
を
植
え
る
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ

を
四
〇
～
五
〇
年
単
位
で
行
い
︑
木
材
生

産
の
他
︑
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然
災
害

を
防
ぐ
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
︒

　
水
上
村
で
は
︑
林
業
振
興
機
械
等
の
導

入
や
間
伐
等
へ
の
補
助
︑
高
齢
化
し
て
い

く
林
業
従
事
者
の
確
保
の
た
め
︑
従
事
者

育
成
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

みずかみ産球磨川清流米を、愛知県に本社を置く給食会社「株
式会社ティー・エフ・ピー」（杉野政人代表取締役会長）へ提
供しています。同社は、約240施設の幼稚園や高齢者施設へ給
食事業を展開しており、企業版ふるさと納税をいただいたご縁
から出荷が決まりました。令和4年度に初出荷を行い、その際
に社内や提供先での評価が良く、令和5年度には860袋(1袋30kg)
の米を提供しました。

水上村産米の品質向上とブランド化を目指し、年に1回、村内
の米生産者から提供された米を審査し、水上ナンバー1の米を
決めています。米の審査には、食味センサーによる食味評価値
計測や粘り気や香りなどの実食審査を行い、その中で一番評価
の高かったお米が優勝となります。

林
業

みずかみ産球磨川清流米を
愛知県の給食へ提供

Kome1グランプリ

茶イチゴ栗シイタケ
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子
育
て

充
実
し
た
育
て
る
環
境

　
子
ど
も
は
希
望
で
あ
り
︑
未
来
を
つ

く
る
か
け
が
え
の
な
い
村
の
宝
で
す
︒

　
水
上
村
で
は
︑
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
が
元
気
に
育
ち
︑
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
地
域
社
会
が
連
携
し
︑
子
育
て
支
援

と
良
好
な
環
境
を
整
え
︑
多
様
化
す
る

保
育
内
容
の
拡
充
と
子
育
て
支
援
の
充

実
を
進
め
て
き
ま
し
た
︒

児
童
福
祉

　
水
上
村
で
は
︑
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
や
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
︒

　
村
内
に
は
︑
保
育
所
が
二
か
所
あ
り
︑
七

時
か
ら
一
九
時
ま
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
︒
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
水
上
村
で
︑
子
ど
も
た
ち
は
の
び

の
び
と
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
︒

充
実
し
た
子
育
て
支
援

子育て支援センターさくらっこ
現在、週に４回、妊婦さんを含め、子育て中のママの集いの場
を提供しています。常駐している子育て経験者のスタッフやマ
マ友さんと、子育てに関する悩みや相談など、お話をして、楽
しい時間を過ごすことができます。

幼児健診
赤ちゃんから就学前児まで、定期的に幼児健診や予防接種を案
内しています。内科健診や歯科健診をはじめ、成長に応じた食
育指導や歯科指導を通して、水上村に住む子育て世帯の見守り
や健康維持を図ります。

赤ちゃんの誕生を祝い、祝い金
を支給します。
第１子…20万円
第２子…30万円
第３子…50万円

岩野保育所

古屋敷診療所水上歯科医院古城クリニッククスノキ薬局　桜の里店

湯山保育所

水上村の医療機関

1. 出産祝金
対象：18歳以下（0歳～18歳）
　　　の医療費
内容：全額助成

2. 子ども医療費助成金
対象：幼稚園・保育園・認定こ
　　　ども園などを利用する子
　　　どもたち
内容：保育料及び副食費を完全
　　　無償化

3. 保育料等の完全無償化

週４回（月・水・木・金）子育て等
についてママやスタッフと一緒に
悩みや相談などができます。

4. 子育て支援センター
　 さくらっこ

対象：1歳～就学前の幼児
内容：全額助成

5. おたふくかぜワクチン
   予防接種費用助成

対象：6歳未満の子ども
内容：成長段階に応じて1人２回
　　　まで。購入経費の２分の１
　　　を助成。（上限４万円）

6. チャイルドシート
　購入補助

内容：放課後の子どもの居場所
　　　を確保し、サポート・見
　　　守りを無料で行う。
対象：水上学園１年～３年

7. わんぱくキッズ塾

対象：鉄道バス通学者/寮・下宿等
　　　通学者/バイク等通学者
内容：通学定期・寮費等の８割補
　　　助（上限１ヶ月10,000 円）

8. 高等学校等通学費等
　支援補助 対象：一般不妊治療/男性不妊

　　　治療/生殖補助医療（体
　　　外受精など）
内容：それぞれの治療に対して
　　　１回あたり30万円助成

9. 不妊治療費助成
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水
上
学
園

小
中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校

　
水
上
村
立
水
上
学
園
は
︑
村
内
三

校
あ
っ
た
小
中
学
校
を
一
つ
に
統
合

し
︑
義
務
教
育
の
九
年
間
を
一
貫
し

て
教
育
す
る
義
務
教
育
学
校
と
し
て
︑

令
和
五
年
四
月
に
県
南
で
初
め
て
開

校
し
ま
し
た
︒

　
九
年
間
の
義
務
教
育
を
一
貫
し
て

行
う
こ
と
で
︑
異
学
年
と
の
交
流
が

実
施
し
や
す
く
︑
中
学
一
年
生
に
上

が
る
際
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
少
な
く
す
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

　
多
様
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
合

わ
せ
︑
工
夫
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　
水
上
村
に
住
む
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
学
び
︑
育
ち
︑
成
長

す
る
こ
と
で
︑
子
ど
も
自
身
が
﹁
水

上
村
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
﹂
と
い
う

誇
り
や
郷
土
愛
を
も
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
︒

　
令
和
二
年
度
に
は
︑
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
や
電
子
黒

板
な
ど
の
教
育
備
品
を
整
備
し
︑Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑
米
作
り
体
験
や
地
域
の
方

と
の
昔
遊
び
体
験
︑
職
場
体
験
な
ど

の
数
多
く
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
︑

豊
か
な
人
間
性
︑
自
ら
学
び
︑
自
ら

考
え
る
力
な
ど
の
生
き
る
力
の
基
盤

形
成
な
ど
︑
今
後
の
生
き
る
力
を
育

成
し
ま
す
︒

水上学園正門

入学式

ICT 教育の推進 世代を超えた交流（お見知り集会）

白水神楽 体育祭

文化祭 いきいき芸術体験

タイムトンネル（コサージュづくり）田植え
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社
会
福
祉

い
つ
ま
で
も
元
気
で
若
々
し
く

　
水
上
村
の
高
齢
化
率
︵
人
口
に

占
め
る
六
五
歳
以
上
の
方
の
割
合
︶

は
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い

ま
す
︵
令
和
六
年
三
月
現
在
︶︒
数

字
だ
け
み
る
と
︑
マ
イ
ナ
ス
な
イ

メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
す
が
︑
元
気
で

い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
る
方
が

多
く
︑
地
域
で
支
え
あ
う
一
助
を

担
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
環

境
を
維
持
す
る
た
め
に
も
︑
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
︒

　
体
を
動
か
す
様
々
な
場
を
つ
く

り
︑
健
康
推
進
は
も
と
よ
り
︑
住

民
同
士
の
親
睦
の
場
に
も
な
り
︑

生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
︒

　
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
︑

医
療
機
関
の
方
々
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
︑﹁
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

み
ず
か
み
﹂・﹁
元
気
で
輝
く
み
ず

か
み
﹂
を
念
頭
に
︑
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
水
上
村
で
は
︑
熊
本
保
健
科

学
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
を

結
び
︑
専
門
の
知
識
を
活
用
し

た
通
い
の
場
へ
の
支
援
の
ほ
か
︑

シ
ニ
ア
男
性
が
気
軽
に
集
う
場

と
し
て
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

シ
ェ
ッ
ド
﹂
の
設
立
︑
ま
た
︑

認
知
症
の
家
族
︑
地
域
住
民
な

ど
が
気
軽
に
集
い
︑
話
が
で
き

る
﹁
認
知
症
カ
フ
ェ
﹂
を
開
催

し
て
い
ま
す
︒

元気がでる学校・元気クラブ 通いの場

男性料理教室 通いの場

福祉グラウンドゴルフ コミュニティー・シェッド「寄郎屋」

シルバー人材センター

全国的に始まった、地域住民主体の介護予防事業です。希望する分
館ごとに、公民館へ集まり、「いきいき100歳体操」の動画を見な
がら、体操などを毎週１回取り組まれています。

介護予防事業として2つの事業を行い運動機能の向上のみならず、
口の体操、脳が活性化する内容を取り入れています。

ふれあい会
定期的に、社会福祉協議会のスタッフが各地区へ赴き、高齢者の
方々と一緒に、ストレッチや頭の体操をした後、昼食を共にする、
楽しい交流の場となっています。
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社
会
教
育
・
社
会
体
育

人
生
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習

福
祉
と
文
化
の
つ
ど
い

村
民
の
豊
か
な
人
生
の
た
め
に

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
︑
村
民
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
︑
水
上
元
気
ク
ラ
ブ

と
し
て
︑
文
化
系
六
種
目
︑
ス
ポ
ー
ツ

系
一
九
種
目
の
趣
味
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
︒
ど
の
ク
ラ
ブ
も
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
︑
ご
近
所

の
方
や
親
子
で
参
加
さ
れ
た
り
︑
日
々

の
仕
事
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
し
て
参
加

さ
れ
た
り
と
︑
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
︒

　
学
び
の
輪
が
広
が
り
︑
培
っ
た
成
果

が
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
︒

　
生
涯
学
習
で
学
ん
だ
成
果
を
発
揮
で
き
る
場
と

も
な
っ
て
い
る
福
祉
と
文
化
の
つ
ど
い
は
︑
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
︑
世
代
を
超
え
た

交
流
で
き
ま
す
︒

岩野公民館 図書室 分館対抗ソフトボール大会

わんぱくキッズ塾 ふるさと塾
（クリスマスケーキづくり）

元気クラブ（気功・太極拳）

元気クラブ（学童空手）

元気クラブ ( 洋裁教室 ) 元気クラブ（柔道） 元気クラブ（バドミントン）
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生
活
環
境
・
防
災

近
年
、
発
生
し
た
自
然
災
害

毎
日
の
安
心
を
支
え
る

　
村
で
は
豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
︑
健
康
で
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
︑
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
災
害
や
事
故
へ
の
備
え
を
重
要
と
捉
え
︑
各
戸
へ
の
戸
別
受
信
機
と
防
災
マ
ッ

プ
の
配
備
や
︑
防
災
無
線
で
の
放
送
内
容
の
聞
き
逃
し
を
防
止
す
る
た
め
に
︑
令

和
５
年
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
﹁
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
を
構
築
し
︑
災
害
情
報
や
行
政

情
報
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
文
字
や
音
声
等
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
増
加
し
た
高
齢
者
を
狙
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
︑
振
り
込
め
詐
欺
防
止
装
置
﹁
振
込
め

詐
欺
見
張
隊
﹂
を
一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
世
帯
へ
の
設
置
や
︑
見
守
り
を
目
的

と
し
た
防
災
・
防
犯
カ
メ
ラ
を
村
内
複
数
個
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
他
︑
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
︑
交
通
手
段

を
維
持
確
保
し
て
い
く
交
通
体
系
の
構
築
や
生
活
道
路
の
整
備
︑
村
内
住
宅
の
整

備
な
ど
も
す
す
め
て
い
ま
す
︒

　
令
和
二
年
一
月
︑
日
本
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
︑
今

日
ま
で
猛
威
を
奮
い
︑
ま
た
︑
同
年
七
月
に
は
球
磨
川
の
大
氾
濫
を
起
こ
し
︑
人
吉
・

球
磨
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
﹁
令
和
二
年
七
月
豪
雨
﹂︑
令
和
四
年
九

月
に
は
︑
大
型
台
風
一
四
号
が
猛
威
を
奮
い
︑
本
村
に
お
い
て
も
︑
土
砂
崩
れ
や
︑

道
路
の
寸
断
が
発
生
し
︑
一
部
地
域
で
は
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
︒

水上駐在所

戸別受信機

防災マップ屋外スピーカー

振込め詐欺見張隊設置 カーブミラー清掃 交通安全指導

令和４年台風第14号 新型コロナウイルス感染症

令和２年７月豪雨

コロナワクチン接種。岩野、江代、湯山の3
地区に分け集団接種を行い、その回数は延
べ50回に及んだ。

被害箇所数82箇所。被害額は116億9,883万円
にものぼった。

被害箇所94箇所。
被害額は30億4,542万6千円にものぼった。

上球磨消防署東分署

操法大会
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村
議
会
は
︑
村
民
か
ら
選
ば
れ
た
八
名
の
村
議
会
議
員
で
構
成
さ

れ
︑
四
年
の
任
期
の
間
︑
条
例
や
予
算
な
ど
の
重
要
事
項
や
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
︒
年
に
四
回
の
定
例
会
の
ほ
か
︑
必
要

に
応
じ
て
臨
時
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

　
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
た
め
に
︑
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
発
行
す
る

な
ど
の
情
報
公
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
︒

　
地
域
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
︑
村
の
未
来
に
つ
い
て
真
摯
に
向

き
合
い
ま
す
︒

村
の
発
展
と
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

議
会

行
政

行政機構図
村長部局以外の機関等

教

　育

　課

事

　務

　局

事

　務

　局

事

　務

　局

事

　務

　局

学
校
教
育
係

社
会
教
育
係

教
育
委
員
会

議

　
　
　
　
　会

選
挙
管
理
委
員
会

監

　査

　委

　員

農
業
委
員
会

村
議
会

全
員
協
議
会

事
務
局

議
長

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

教育長　西野　健 村長　中嶽 弘継 副議長　山崎 隆浩 議長　那須 良策

保
健
福
祉
係

環
境
衛
生
係

住
民
係

税
務
係

農
業
振
興
係

林
業
振
興
係

商
工
観
光
振
興
係

総
務
係

財
政
係

建
設
係

上
下
水
道
係

会
計
係

村長部局

村　長

副村長

総

　務

　課

保
健
福
祉
課

税
務
住
民
課

産
業
振
興
課

企
画
係

地
方
創
生
推
進
係

地
方
創
生
推
進
課

建

　設

　課

会

　計

　室
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村
議
会
は
︑
村
民
か
ら
選
ば
れ
た
八
名
の
村
議
会
議
員
で
構
成
さ

れ
︑
四
年
の
任
期
の
間
︑
条
例
や
予
算
な
ど
の
重
要
事
項
や
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
︒
年
に
四
回
の
定
例
会
の
ほ
か
︑
必
要

に
応
じ
て
臨
時
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

　
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
た
め
に
︑
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
発
行
す
る

な
ど
の
情
報
公
開
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
︒

　
地
域
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
︑
村
の
未
来
に
つ
い
て
真
摯
に
向

き
合
い
ま
す
︒

村
の
発
展
と
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

議
会

行
政

行政機構図
村長部局以外の機関等

教

　育

　課

事

　務

　局

事

　務

　局

事

　務

　局

事

　務

　局

学
校
教
育
係

社
会
教
育
係

教
育
委
員
会

議

　
　
　
　
　会

選
挙
管
理
委
員
会

監

　査

　委

　員

農
業
委
員
会

村
議
会

全
員
協
議
会

事
務
局

議
長

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

教育長　西野　健 村長　中嶽 弘継 副議長　山崎 隆浩 議長　那須 良策

保
健
福
祉
係

環
境
衛
生
係

住
民
係

税
務
係

農
業
振
興
係

林
業
振
興
係

商
工
観
光
振
興
係

総
務
係

財
政
係

建
設
係

上
下
水
道
係

会
計
係

村長部局

村　長

副村長

総

　務

　課

保
健
福
祉
課

税
務
住
民
課

産
業
振
興
課

企
画
係

地
方
創
生
推
進
係

地
方
創
生
推
進
課

建

　設

　課

会

　計

　室
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【
む
ら
の
地
勢
】

位
　置

　
水
上
村
は
、
村
域
の
大
部
分
が
九
州
中
央
山
地
に
位
置
し
、
市

房
山
（
一
、
七
二
一
ｍ
）
、
江
代
山
（
一
、
六
〇
七
ｍ
）
、
白
鳥
山
、
高
塚

山
、
三
方
山
な
ど
の
山
々
が
、
村
域
を
包
み
込
む
よ
う
に
村
境
を

め
ぐ
っ
て
連
な
り
そ
び
え
て
い
る
。

　
村
域
は
西
部
を
五
木
村
お
よ
び
多
良
木
町
、
南
部
を
湯
前
町
、

北
部
を
八
代
市
泉
町
、
東
部
を
宮
崎
県
椎
葉
村
並
び
に
児
湯
郡
西

米
良
村
に
接
し
、
東
西
最
大
約
十
六
㎞
、
南
北
最
大
約
十
九
㎞
、
面

積
一
九
〇
・
九
六
㎢
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

自
　然

　
河
川
は
、
高
塚
山
の
奥
部
に
源
を
発
し
、
村
の
中
央
部
を
貫
流

す
る
球
磨
川
と
、
東
か
ら
流
れ
る
湯
山
川
が
市
房
ダ
ム
で
合
流

し
、
さ
ら
に
西
南
下
し
て
小
川
内
川
の
流
れ
を
加
え
、
人
吉
盆
地

を
潤
し
、
八
代
海
に
注
い
で
い
る
。

　
平
地
は
、
人
吉
盆
地
の
北
東
端
に
あ
た
る
岩
野
地
区
の
一
部

と
、
市
房
山
麓
に
広
が
る
湯
山
地
区
中
央
部
に
限
ら
れ
、
江
代
地

区
は
深
い
谷
で
構
成
さ
れ
、
村
全
体
に
平
坦
な
耕
地
が
少
な
い
山

村
で
あ
る
。

　
地
質
は
、
北
東
が
花
こ
う
岩
で
、
南
西
は
阿
蘇
溶
岩
に
覆
わ
れ
、

市
房
山
麓
に
は
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
本
村
の
大
部
分
は
褐
色

森
林
土
で
覆
わ
れ
た
砂
礫
ま
じ
り
の
土
壌
で
、
表
層
土
は
深
く
、

通
気
性
も
よ
い
た
め
、
肥
沃
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

気
　候

　
年
平
均
気
温
は
約
十
五
℃
、
準
高
冷
地
に
位
置
す
る
た
め
寒
暖

の
差
が
著
し
く
、
年
に
数
回
は
降
雪
が
見
ら
れ
る
。

　
降
水
量
は
比
較
的
多
く
、
年
平
均
二
、
八
〇
〇
㎜
、
降
水
日
数
は

約
百
四
十
日
程
度
で
市
房
ダ
ム
よ
り
下
流
は
球
磨
地
方
特
有
の

朝
霧
の
発
生
が
見
ら
れ
る
。

令
和
元
年
五
月
一
日

　元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ

令
和
元
年
八
月

　
　
　人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

令
和
元
年
九
月

　
　
　株
式
会
社
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結

令
和
元
年
一
〇
月

　
　水
上
村
子
育
て
ア
プ
リ「
み
ず
か
み

　さ
く
ら
っ
こ
」導
入

令
和
二
年
二
月

　
　
　水
上
村
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「feel M

IZUKAM
I

」が
オ
ー
プ
ン

令
和
二
年
二
月

　
　
　株
式
会
社M

ARUKU

と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結

令
和
二
年
二
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
県
内
で
初
確
認

令
和
二
年
三
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
う
学
校
休
校

令
和
二
年
四
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
人
吉
球
磨
管
内
で
初
確
認

令
和
二
年
七
月

　
　
　令
和
二
年
七
月
豪
雨
発
生

　県
南
地
域
に
甚
大
な
被
害

令
和
三
年
三
月

　
　
　物
産
館
水
の
上
の
市
場

　屋
外
軽
食
販
売
コ
ー
ナ
ー
オ
ー
プ
ン

令
和
三
年
三
月

　
　
　議
員
定
数
削
減
案
可
決（
一
〇
名
を
八
名
に)

令
和
三
年
三
月

　
　
　市
房
ダ
ム
発
電
所
市
房
第
一
・
第
二
発
電
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

令
和
三
年
三
月

　
　
　江
代
平
谷
地
区
、古
屋
敷
地
区
へ
合
併

令
和
三
年
四
月

　
　
　株
式
会
社
み
ず
か
み
と
阿
部
牧
場
・
弐
ノ
弐
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発

令
和
三
年
五
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始（
令
和
五
年
一
二
月
ま
で
延
べ
五
〇
回
実
施
）

令
和
三
年
五
月

　
　
　庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
用
開
始

令
和
四
年
三
月

　
　
　水
上
村
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
サ
ク
ラ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」オ
ー
プ
ン

令
和
四
年
四
月

　
　
　機
構
改
革

　地
方
創
生
推
進
課
増
設

令
和
四
年
五
月

　
　
　湯
山
舟
石
地
区
の
山
中
に
お
い
て
不
発
弾
村
内
初
確
認

令
和
四
年
九
月

　
　
　台
風
一
四
号
甚
大
な
被
害
発
生

　江
代
川
口
地
区
一
時
孤
立
状
態
へ

令
和
五
年
一
月

　
　
　成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い「
は
た
ち
の
集
い
」初
開
催

令
和
五
年
三
月

　
　
　村
内
小
中
学
校
最
後
の
卒
業
式

令
和
五
年
三
月

　
　
　水
上
中
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
七
六
年
、卒
業
生
五
，七
〇
三
人)

令
和
五
年
三
月

　
　
　湯
山
小
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
一
四
八
年
、卒
業
生
二
，一
七
六
人)

令
和
五
年
三
月

　
　
　岩
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
一
五
〇
年
、卒
業
生
二
，三
〇
五
人)

地
勢
地
勢

村　章

「ミ」の文字を図案化し、波模様をもって
悠久に流れ下る球磨川の急流を象徴す
るとともに、水上村の自治の躍進をシン
ボライズしたものである。

▼緯度　北緯32度18分40秒
▼経度　東経131度00分42秒
▼標高　223.38ｍ 
▼面積　190.96km2

人吉IC

水上村八代IC

熊本IC

鳥栖JCT

武雄JCT武雄JCT

鹿児島IC

大分IC

長崎多良見IC

福岡IC

門司IC

宮崎IC

えびのJCT

溝辺IC

鹿児島IC

大分IC

長崎多良見IC

村花 石楠花（ツツジ科） 村木 杉（スギ科） 村鳥 セキレイ（セキレイ科）

直
近
４
年
間
の
沿
革
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【
む
ら
の
地
勢
】

位
　置

　
水
上
村
は
、
村
域
の
大
部
分
が
九
州
中
央
山
地
に
位
置
し
、
市

房
山
（
一
、
七
二
一
ｍ
）
、
江
代
山
（
一
、
六
〇
七
ｍ
）
、
白
鳥
山
、
高
塚

山
、
三
方
山
な
ど
の
山
々
が
、
村
域
を
包
み
込
む
よ
う
に
村
境
を

め
ぐ
っ
て
連
な
り
そ
び
え
て
い
る
。

　
村
域
は
西
部
を
五
木
村
お
よ
び
多
良
木
町
、
南
部
を
湯
前
町
、

北
部
を
八
代
市
泉
町
、
東
部
を
宮
崎
県
椎
葉
村
並
び
に
児
湯
郡
西

米
良
村
に
接
し
、
東
西
最
大
約
十
六
㎞
、
南
北
最
大
約
十
九
㎞
、
面

積
一
九
〇
・
九
六
㎢
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

自
　然

　
河
川
は
、
高
塚
山
の
奥
部
に
源
を
発
し
、
村
の
中
央
部
を
貫
流

す
る
球
磨
川
と
、
東
か
ら
流
れ
る
湯
山
川
が
市
房
ダ
ム
で
合
流

し
、
さ
ら
に
西
南
下
し
て
小
川
内
川
の
流
れ
を
加
え
、
人
吉
盆
地

を
潤
し
、
八
代
海
に
注
い
で
い
る
。

　
平
地
は
、
人
吉
盆
地
の
北
東
端
に
あ
た
る
岩
野
地
区
の
一
部

と
、
市
房
山
麓
に
広
が
る
湯
山
地
区
中
央
部
に
限
ら
れ
、
江
代
地

区
は
深
い
谷
で
構
成
さ
れ
、
村
全
体
に
平
坦
な
耕
地
が
少
な
い
山

村
で
あ
る
。

　
地
質
は
、
北
東
が
花
こ
う
岩
で
、
南
西
は
阿
蘇
溶
岩
に
覆
わ
れ
、

市
房
山
麓
に
は
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
本
村
の
大
部
分
は
褐
色

森
林
土
で
覆
わ
れ
た
砂
礫
ま
じ
り
の
土
壌
で
、
表
層
土
は
深
く
、

通
気
性
も
よ
い
た
め
、
肥
沃
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

気
　候

　
年
平
均
気
温
は
約
十
五
℃
、
準
高
冷
地
に
位
置
す
る
た
め
寒
暖

の
差
が
著
し
く
、
年
に
数
回
は
降
雪
が
見
ら
れ
る
。

　
降
水
量
は
比
較
的
多
く
、
年
平
均
二
、
八
〇
〇
㎜
、
降
水
日
数
は

約
百
四
十
日
程
度
で
市
房
ダ
ム
よ
り
下
流
は
球
磨
地
方
特
有
の

朝
霧
の
発
生
が
見
ら
れ
る
。

令
和
元
年
五
月
一
日

　元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ

令
和
元
年
八
月

　
　
　人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

令
和
元
年
九
月

　
　
　株
式
会
社
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結

令
和
元
年
一
〇
月

　
　水
上
村
子
育
て
ア
プ
リ「
み
ず
か
み

　さ
く
ら
っ
こ
」導
入

令
和
二
年
二
月

　
　
　水
上
村
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「feel M

IZUKAM
I

」が
オ
ー
プ
ン

令
和
二
年
二
月

　
　
　株
式
会
社M

ARUKU

と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結

令
和
二
年
二
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
県
内
で
初
確
認

令
和
二
年
三
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
伴
う
学
校
休
校

令
和
二
年
四
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
人
吉
球
磨
管
内
で
初
確
認

令
和
二
年
七
月

　
　
　令
和
二
年
七
月
豪
雨
発
生

　県
南
地
域
に
甚
大
な
被
害

令
和
三
年
三
月

　
　
　物
産
館
水
の
上
の
市
場

　屋
外
軽
食
販
売
コ
ー
ナ
ー
オ
ー
プ
ン

令
和
三
年
三
月

　
　
　議
員
定
数
削
減
案
可
決（
一
〇
名
を
八
名
に)

令
和
三
年
三
月

　
　
　市
房
ダ
ム
発
電
所
市
房
第
一
・
第
二
発
電
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

令
和
三
年
三
月

　
　
　江
代
平
谷
地
区
、古
屋
敷
地
区
へ
合
併

令
和
三
年
四
月

　
　
　株
式
会
社
み
ず
か
み
と
阿
部
牧
場
・
弐
ノ
弐
の
コ
ラ
ボ
商
品
開
発

令
和
三
年
五
月

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
開
始（
令
和
五
年
一
二
月
ま
で
延
べ
五
〇
回
実
施
）

令
和
三
年
五
月

　
　
　庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
用
開
始

令
和
四
年
三
月

　
　
　水
上
村
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設「
サ
ク
ラ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」オ
ー
プ
ン

令
和
四
年
四
月

　
　
　機
構
改
革

　地
方
創
生
推
進
課
増
設

令
和
四
年
五
月

　
　
　湯
山
舟
石
地
区
の
山
中
に
お
い
て
不
発
弾
村
内
初
確
認

令
和
四
年
九
月

　
　
　台
風
一
四
号
甚
大
な
被
害
発
生

　江
代
川
口
地
区
一
時
孤
立
状
態
へ

令
和
五
年
一
月

　
　
　成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い「
は
た
ち
の
集
い
」初
開
催

令
和
五
年
三
月

　
　
　村
内
小
中
学
校
最
後
の
卒
業
式

令
和
五
年
三
月

　
　
　水
上
中
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
七
六
年
、卒
業
生
五
，七
〇
三
人)

令
和
五
年
三
月

　
　
　湯
山
小
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
一
四
八
年
、卒
業
生
二
，一
七
六
人)

令
和
五
年
三
月

　
　
　岩
野
小
学
校
閉
校
記
念
式
典(

開
校
一
五
〇
年
、卒
業
生
二
，三
〇
五
人)

地
勢
地
勢

村　章

「ミ」の文字を図案化し、波模様をもって
悠久に流れ下る球磨川の急流を象徴す
るとともに、水上村の自治の躍進をシン
ボライズしたものである。

▼緯度　北緯32度18分40秒
▼経度　東経131度00分42秒
▼標高　223.38ｍ 
▼面積　190.96km2

人吉IC

水上村八代IC

熊本IC

鳥栖JCT

武雄JCT武雄JCT

鹿児島IC

大分IC

長崎多良見IC

福岡IC

門司IC

宮崎IC

えびのJCT

溝辺IC

鹿児島IC

大分IC

長崎多良見IC

村花 石楠花（ツツジ科） 村木 杉（スギ科） 村鳥 セキレイ（セキレイ科）

直
近
４
年
間
の
沿
革



3637

一
、
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
緑
と
花
と
水
に

　

   

つ
つ
ま
れ
た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
仕
事
に
誇
り
を
も
ち
、
進
ん
で
事
に
あ
た
り

　

   

新
し
く
み
ち
を
開
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
、
お
互
い
に
親
切
さ
と
思
い
や
り
を
も
ち
、

　

   

和
や
か
に
、
心
豊
か
に
助
け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
で

　

   

楽
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
す
べ
て
に
事
故
の
な
い

　

   
安
全
な
村
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

水
上
村
民
憲
章
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一
、
す
べ
て
に
事
故
の
な
い

　

   

安
全
な
村
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

水
上
村
民
憲
章
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市房山キャンプ場（outsideBASE mizukami）と満天の星空
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み
ず
か
み
、
再
発
見

見
つ
け
た
！

新
し
い
水
上
村
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印　刷 / 株式会社 協和印刷

水上村勢要覧　2024

■Feel Mizukami（水上村公式ポータルサイト）
　https://mizukamimura.jp/

■水上村（公式ホームページ）
　https://www.vill.mizukami.lg.jp/


